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2広報きほく2022年9月号

　今回の水産コラムは、「アカハタ」です。この地域では「アカゴロ」とも
呼ばれます。
　名前のとおり、ハタ科の仲間で、全体的に赤色をしているのが特徴です。
体は大きくても30～40㎝程とハタ科の中では小型です。
　暖かい海を好むため、夏になると水揚げが増えるそうです。海水温が高
くなっている影響か、紀北町でも水揚げが増えています。
　通年おいしく食べられるアカハタですが、産卵期でもある夏が特におい
しい時期になります。寝かせて熟成させるとうまみが増すそうなので、さ
ばいてすぐの刺し身と少し寝かせたものを食べ比べてみるのも良さそうで
す。刺し身のほかには、鍋や煮つけ、酒蒸しにして食べるのが有名です。
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C O N T E N T S

水産コラム 　 F i s h e r i e s  c o l u m n

今月の表紙 　 F r o n t  c o v e r  

アカハタ
27vol.vol.

広報きほく 9 月号 ～ Content s ～

きほく燈籠祭が 3 年ぶりに開催されました。新型コ

ロナウイルス感染症の影響もあり会場での出店など

は元どおりとはいきませんでしたが、迫力のある花

火と大燈籠「地球」の共演に長島地区の夜空が彩ら

れました。

2022 きほく燈籠祭
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「紀北町にはどんな仕事があるの？」「地元の人たちはどんな働き方をしているのだろう？」
そんな若い世代の人たちの問いに答えようと、しごとカードインタビューは紀北町にある
仕事や紀北町でいきいきと働いている人たちを紹介しています。

あなた にとって ‟ 仕事 ”とは。

取材、写真／本庁企画課問い合わせ／本庁企画課　℡（46）3113

四季活⿂の宿 紀伊の松島

      ⼤ ⻄   孝 政 さん

「仕事は、自分を成長させてくれるもの」
自分でいろいろ経験して身に付けることができるのが仕
事かなって思います。
30 歳で U ターンし家業に入った大西さんの料理へのこだ
わりや宿の仕事を通じて大事にしていることは…

おおにし　　　 たかまさ

勇 気 を 出 し て 、 ⼀ 歩 踏 み だ し て み て

地域おこし協力隊
地域おこし協力隊

豊川が地元の人たちに
豊川が地元の人たちに

インタビュー！インタビュー！

インタビューの
続きはこちら！

「 お客さまがリピートして下さったり、お友達に紹介して下さること 」
　リピートやご紹介があると「ほんとうにおいしいと思ってくれたんだな」
とわかるのでうれしいですね。

あなたの仕事の喜びは？

紀伊東⻑島郵便局

      上 ⽥   愛 ⾥ さん

「私の仕事はお客さまを笑顔にすること」
「どんな風に応対したらお客さまにうれしい気持ちで帰っ
ていただけるか」を考えて行動するようにしています。
高校卒業後、コロナ禍で郵便局員となった上田さんは、
どんなたいへんさや喜びを感じながら成長していったの
か…

うえだ　　  　　あいり

お 客 さ ま に
笑 顔 に な っ て も ら う こ と

インタビューの
続きはこちら！

「 お客さまに『ありがとう』と言ってもらえること」
　「いつもニコニコしてくれて、わからないなりにも一生懸命応対してくれてあ
りがとう。」と言ってもらえた時はほんとうにうれしかったです。

あなたの仕事の喜びは？



新型コロナウイルス関連情報
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新型コロナウイルス
にご注意ください。!

受診・相談センター

発熱などの症状がある場合は、まずは身近な医療機関に電話で相談しましょう。

県内の感染情報などは三重県『新型コロナウイルス感染症
特設サイト』（https://www.pref.mie.lg.jp/covid19.shtm）をご覧ください。

手洗いについてのお願い

水とハンドソープでウイルスは減らせます！ 30 秒は手を丁寧に洗うようにしましょう。

こまめに、ていねいに、ハンドソープで洗いましょう。

外出や移動は
『密』を回避

マスクを着けて
（口・鼻を覆う）
正面を避けて

こまめな
換気を

咳やくしゃみ
はしっかり
エチケット！

体調が悪い
ときは無理を
せず慎重に

新型コロナワクチン 4 回目接種について

接種対象　〇 60歳以上の方
　　　　　〇 18歳以上 60歳未満で次の方
　　　　　（本人などからの申請が必要です。申請は、役場窓口（本庁福祉保健課・海山総合支所福祉環境室）
　　　　　または町ホームページの 4 回目接種券申請フォームをご利用ください。）
　　　　 　　①基礎疾患を有する方
　　　　 　　②新型コロナウイルスに感染した場合に重症化リスクが高いと医師が判断した方
　　　　　　 ③医療従事者などおよび高齢者施設などの従事者
接種費用　無料　接種回数　１回
予約方法　インターネット（QRコードまたは町ホームページから予約）または電話
　　　　　 ※できるだけインターネットから予約をお願いします。
問い合わせ　紀北町新型コロナワクチン相談窓口　℡（49）0800
　　　　　　（ 午前 8 時 30 分～午後 5時 ※土・日曜日、祝日を除く）　

４回目接種の
予約はこちらから

　3回目接種から5カ月経過するころに順次接種券を発送します。

尾鷲保健所　℡ （23）3456【 24時間対応】　
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
物
価
高
騰

に
直
面
し
て
い
る
子
育
て
世
帯
を
は

じ
め
と
す
る
町
民
の
皆
さ
ま
な
ら
び

に
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ
、
生
活
な
ど

の
負
担
軽
減
と
地
域
経
済
の
活
性
化

な
ど
を
目
的
に
「
き
ほ
く
子
育
て
支

援
商
品
券
」「
き
ほ
く
生
活
支
援
商
品

券
」
を
支
給
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
９
月
１
日
を
基
準
日
と

し
て
、
紀
北
町
の
住
民
基
本
台
帳
に

記
載
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
世

帯
主
へ
ま
と
め
て
簡
易
書
留
に
よ
り

送
付
し
ま
す
。

※

こ
の
商
品
券
の
受
け
取
り
に
よ
る

事
前
申
請
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
支
給
額

〇「
き
ほ
く
子
育
て
支
援
商
品
券
」

令
和
５
年
３
月
31
日
時
点
で

年
齢
18
歳
以
下
の
方×

２
万
円

〇「
き
ほ
く
生
活
支
援
商
品
券
」

全
世
帯×

１
万
２
千
円

◆
支
給
時
期　

９
月
末
ご
ろ

◆
使
用
期
限　

12
月
31
日
（
土
）

◆
使
用
可
能
店
舗

　

使
用
可
能
店
舗
一
覧
表
を
商
品
券

に
同
封
し
て
送
付
し
ま
す
。

　

こ
の
商
品
券
に
つ
い
て
、
町
職
員

な
ど
を
か
た
っ
た
電
話
が
あ
っ
た
場

合
は
、
迷
わ
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

警
察
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
＃
９
１
１
０

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
商
工
観
光
課

℡（
46
）
３
１
１
５

　

何
ら
か
の
要
因
に
よ
っ
て
、「
登
校

し
な
い
」「
登
校
し
た
く
て
も
で
き
な

い
」
状
況
に
あ
る
小
・
中
学
生
に
、

学
校
復
帰
や
社
会
的
自
立
に
つ
い
て

の
相
談
、
通
級
（
登
校
す
る
代
わ
り

に
あ
お
さ
ぎ
教
室
に
通
う
）
に
よ
る

指
導
な
ど
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
支
援
を
行
う
と
こ
ろ
で
す
。

◆
対
象

紀
北
町
お
よ
び
尾
鷲
市
内
の
小
・
中

学
生

◆
開
室
日
時　

○
月
・
火
・
木
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

○
水
・
金
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

※

祝
日
を
除
く

◆
場
所

尾
鷲
市
教
育
委
員
会
３
階

（
尾
鷲
市
中
村
町
10
番
50
号
）

※

紀
伊
長
島
分
室
、
海
山
分
室
も
週

に
１
回
開
室
し
て
い
ま
す
。

　

教
科
学
習
や
パ
ソ
コ
ン
、
描
画
、

小
集
団
活
動
（
遊
び
、
清
掃
）
な
ど
、

個
々
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
興
味
や

関
心
を
た
い
せ
つ
に
し
て
、
活
動
を

進
め
ま
す
。

　

少
人
数
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

通
し
て
、
人
と
の
関
わ
り
方
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
を
身
に
付

け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
個
人
の
状

況
に
応
じ
て
、
個
別
で
の
時
間
も
た

い
せ
つ
に
し
て
い
ま
す
。

　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
す

中
で
、
心
の
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
、
自
信
・
や
る

気
を
取
り
戻
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

〇
朝
に
な
る
と
体
調
が
悪
い
（
頭
痛
・

腹
痛
・
発
熱
な
ど
）

〇
友
だ
ち
と
の
関
係
が
う
ま
く
い
か

な
い

〇
登
校
し
よ
う
と
し
て
も
、
不
安
や

心
配
に
な
る

〇
３
日
間
連
続
で
欠
席
し
て
い
る

以
上
の
よ
う
な
状
況
や
い
つ
も
と

違
っ
た
様
子
が
見
ら
れ
た
と
き
は
、

担
任
や
学
校
、
尾
鷲
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

早
期
の
発
見
と
対
応
が
、
早
期
解

決
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
日
時
・
会
場

○
10
月
６
日
（
木
）

午
前
11
時
〜
午
後
５
時

尾
鷲
市
立
中
央
公
民
館

○
10
月
31
日
（
月
）

午
後
１
時
〜
５
時

尾
鷲
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

○
11
月
24
日
（
木
）

午
前
11
時
〜
午
後
５
時

東
長
島
公
民
館

○
12
月
７
日
（
水
）

午
後
１
時
〜
５
時

尾
鷲
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー　

【
問
い
合
わ
せ
】

尾
鷲
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

「
あ
お
さ
ぎ
教
室
」

℡（
22
）
４
４
３
３

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
後

２
時
〜
５
時

（
不
在
の
場
合
も
あ
り
）

町からのおしらせ　～ Information ～

「
き
ほ
く
子
育
て
支
援
商
品
券
」

「
き
ほ
く
生
活
支
援
商
品
券
」

支
給
の
お
し
ら
せ

尾
鷲
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

「
あ
お
さ
ぎ
教
室
」に
つ
い
て

特
殊
詐
欺
や

個
人
情
報
の
問
い
合
わ
せ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

あ
お
さ
ぎ
教
室
は

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

こ
ん
な
時
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

教
室
で
の
過
ご
し
方

教
育
相
談
会
の
ご
案
内



樋
口
泰
生 

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
に
お
け
る
中
小
零
細

事
業
者
に
対
す
る
紀
北

町
の
経
済
施
策
に
つ
い

て問
　

紀
北
町
で
は
、
令
和
２
年

度
以
降
の
中
小
零
細
事
業
者

に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
、
日
本
政
策
金
融

公
庫
お
よ
び
市
中
民
間
金
融
機
関
へ

の
国
・
県
の
金
利
補
助
施
策
に
上
乗

せ
し
た
施
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
返
済
猶
予
期
間
の
３
年
経
過
後

に
は
、
経
営
の
難
し
い
事
業
所
の
発

生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に

対
し
て
町
と
し
て
の
対
策
や
次
な
る

経
済
対
策
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が
、

今
回
、
１
億
１
，
６
９
８
万
５
千
円

を
限
度
額
と
し
て
配
分
さ
れ
る
と
の

こ
と
で
す
が
、
こ
の
交
付
金
を
活
用

し
、
地
元
事
業
者
に
き
め
細
や
か
な

施
策
実
施
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
町
と
し
て
は
、
当

制
度
の
利
用
事
業
者
に
対

し
、
事
業
の
継
続
安
定
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
有
利
な
国
・
県
の
関
連
施
策

や
制
度
の
情
報
を
し
っ
か
り
と
酌
み

取
り
、
み
え
熊
野
古
道
商
工
会
な
ど

と
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
支
援
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
経
済
対
策
と
し
て
は
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、「
が
ん

ば
ろ
う
商
品
券
事
業
」
を
今
年
度
も

実
施
す
る
と
と
も
に
、
町
内
の
宿
泊

施
設
利
用
者
を
対
象
に
、
町
内
の
店

舗
で
利
用
で
き
る
１
人
に
つ
き
２
千

円
分
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
す
る

「
紀
北
町
お
も
て
な
し
ク
ー
ポ
ン
事

業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
物
価
高
な
ど
の
影
響
も
あ
り
ま

す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
全
体
を
対

象
に
地
域
の
消
費
に
つ
な
が
る
よ
う

な
施
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

県
道
長
島
港
線
の
拡
幅

工
事
計
画
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て

問
　

拡
幅
工
事
計
画
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

状

況
と
そ
の
計
画
内
容
に
つ
い

て
、
大
型
車
の
通
行
に
支
障
の
な
い

幅
員
や
、
海
か
ら
の
災
害
物
資
の
物

流
を
つ
な
ぐ
道
な
ど
の
多
面
的
道
路

機
能
を
持
っ
た
計
画
が
あ
る
の
か
な

ど
、
県
事
業
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町

長
の
所
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
県
道
長
島
港
線
改

良
の
要
望
は
、
平
成
25
年
と

令
和
２
年
の
知
事
と
の
１
対
１
対
談

や
令
和
３
年
５
月
に
関
係
者
の
方
々

と
県
へ
要
望
に
行
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
尾
鷲
建
設
事
務
所
に
お
い
て
、

現
地
測
量
や
ル
ー
ト
検
討
な
ど
の
概

略
設
計
を
実
施
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
ま
だ
提
示
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
せ
ん
。
本
事
業
に
つ
い
て

は
、
よ
り
良
い
道
路
整
備
が
実
現
で

き
る
よ
う
、
県
や
地
元
の
方
々
と
一

緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

6

　 ６ 月 定 例 会 は 、 ６ 月 ７ 日 か ら １ ７ 日 ま で の １ １

日 間 の 会 期 で 開 催 さ れ ま し た 。

　 今 回 の 定 例 会 で は 、 条 例 改 正 や 令 和 ４ 年 度 補 正

予 算 な ど の 町 長 提 出 議 案 ８ 件 、 報 告 １ 件 、 発 議 １

件 を 審 議 し ま し た 。

　 ６ 月 ７ 日 の 開 会 日 に は 、 議 案 の 提 案 説 明 お よ び

内 容 説 明 の あ と 、 各 議 案 に 対 す る 質 疑 を 行 い 、 各

常 任 委 員 会 に 付 託 し ま し た 。

　 １ ４ 日 、 １ ５ 日 は 、 ８ 名 の 議 員 が 一 般 質 問 を 行

い ま し た 。

　　最 終 日 の １ ７ 日 に は 、 各 常 任 委 員 長 か ら 付 託 さ

れ た 議 案 の 審 査 経 過 と 結 果 の 報 告 、 質 疑 、 討 論 が

行 わ れ 、 議 案 ８ 件 と 発 議 １ 件 を 可 決 し て 閉 会 し ま

し た 。

令
和
4
年
６
月

議
会
定
例
会
一
般
質
問

《 令和４年６月定例会 》



6 月定例会報告

林
道
「
野
又
越
線
」
の

今
後
の
計
画
と
紀
北
町

の
協
力
体
制
に
つ
い
て

問
　

南
北
縦
貫
道
の
開
通
は
、

古
く
か
ら
の
願
い
で
あ
り
、

旧
宮
川
村
と
本
町
を
結
ぶ
希
望
の
道

と
い
う
こ
と
で
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
進し

ん
ち
ょ
く捗

状
況
が
見
え
に
く
い
状
況

で
す
の
で
、
事
業
内
容
や
計
画
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。
ま
た
、
早
期

の
全
線
開
通
実
現
に
向
け
て
、
町
長

の
所
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
林
道
野
又
越
線
の

整
備
の
目
的
は
、
紀
北
町
と

大
台
町
の
基
幹
的
な
林
道
と
し
て
、

地
域
の
森
林
整
備
を
促
進
し
、
併
せ

て
、
古
く
か
ら
文
化
的
な
交
流
が

あ
っ
た
両
地
区
を
連
絡
す
る
生
活
道

路
と
し
て
、
海
と
山
の
資
源
を
生
か

し
た
交
流
を
通
じ
た
地
域
活
動
を
促

進
し
、
両
地
域
の
振
興
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
県
営
林
道
事

業
と
し
て
県
が
施
工
し
て
い
ま
す
。

総
延
長
は
１
万
５
，
５
８
５
ｍ
で
、

現
在
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗
率
が
約
91
％
、
事
業
完

了
は
令
和
17
年
度
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
地
形
が
急

き
ゅ
う
し
ゅ
ん

峻
な
区
間

と
な
る
た
め
、
橋

き
ょ
う
り
ょ
う

梁
工
事
を
行
い
、

ト
ン
ネ
ル
掘
削
で
大
台
町
側
と
接
続

す
る
計
画
と
聞
い
て
お
り
、
県
と
共

に
全
区
間
開
通
に
向
け
て
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

奥
村
仁 

議
員

漁
業
振
興
に
つ
い
て

問
　

①
特
に
ブ
リ
の
水
揚
げ
が

多
い
島
勝
漁
港
に
つ
い
て
、

製
氷
施
設
を
は
じ
め
と
す
る
施
設
整

備
と
市
場
の
存
続
に
つ
い
て
町
と
し

て
の
取
り
組
み
姿
勢
を
お
聞
き
し
ま

す
。

　

大
紀
町
は
三
重
外
湾
漁
業
協
同
組

合
が
主
体
と
な
っ
て
令
和
４
年
３
月

に
製
氷
施
設
を
町
50
％
の
補
助
で
完

成
さ
せ
て
い
ま
す
。
町
と
し
て
は
整

備
を
進
め
て
い
く
と
い
う
姿
勢
を
と

る
の
も
一
つ
の
漁
業
振
興
へ
の
形
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が

で
す
か
。

②
鮮
魚
ト
ラ
ッ
ク
で
の
運
搬
の
た
め

県
道
矢
口
浦
上
里
線
の
早
期
完
成
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

③
間
伐
材
の
漁
業
で
の
有
効
利
用
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

④
浮
漁
礁
の
設
置
前
後
で
水
揚
げ
量

や
漁
業
者
の
声
は
ど
の
よ
う
に
変
化

し
て
き
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
増
設

に
つ
い
て
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま

す
。

⑤
豊
か
な
海
・
漁
場
へ
の
考
え
方
と

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
特
に
漁
業
と

栄
養
塩
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、

今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
く

べ
き
な
の
か
、
見
解
と
方
針
を
お
聞

き
し
ま
す
。

⑥
河
口
閉へ

い
そ
く塞

に
よ
る
カ
キ
漁
場
の
淡

水
化
と
カ
キ
へ
の
影
響
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

⑦
河
床
掘
削
工
事
が
終
わ
っ
た
あ

と
、
な
る
べ
く
自
然
の
川
に
戻
す
努

力
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
河
床
掘
削
で
の
稚
ア
ユ　

上
へ

の
影
響
を
お
聞
き
し
ま
す
。

⑧
銚
子
川
の
湯
口
え
ん
堤
の
魚
道
に

つ
い
て
は
、
一
日
も
早
く
小
さ
な
予

算
で
も
で
き
る
改
修
に
取
り
組
む
べ

き
だ
と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の
見
解

を
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
漁
港
の
維
持
管

理
な
ど
に
つ
い
て
は
、
三
重

外
湾
漁
業
協
同
組
合
、
漁
業
関
係
者

と
も
相
談
を
重
ね
な
が
ら
、
今
後
の

施
設
整
備
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
製
氷
施
設
に
し
て
も
、

今
、
町
か
ら
漁
業
協
同
組
合
へ
の
補

助
率
が
大
紀
町
と
同
じ
50
％
で
す
の

で
、
同
じ
よ
う
な
手
当
て
は
で
き
る

と
思
い
ま
す
が
、
大
紀
町
で
も
お
そ

ら
く
施
設
は
１
カ
所
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
紀
北
町
に
お
い
て
も
、

そ
う
い
う
施
設
が
な
く
な
る
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
大
き
な
お
金
も
つ

ぎ
込
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。

②
県
道
に
つ
い
て
は
、
早
期
完
成
を

要
望
し
て
い
ま
す
。
所
々
の
曲
が
り

に
く
い
と
こ
ろ
の
解
消
に
つ
い
て
も

県
と
相
談
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

③
こ
ち
ら
の
ヒ
ノ
キ
は
、
漁
業
に
使

う
い
か
だ
に
適
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
利
用
の
仕

方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

④
漁
業
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
不
漁
の

と
き
で
も
そ
こ
へ
行
け
ば
一
定
の
も

の
が
釣
れ
る
と
い
う
認
識
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
の
今
年
度
の
町
村
会
要
望

の
中
に
、
増
設
の
要
望
も
出
し
て
い

ま
す
。

⑤
林
業
や
農
業
を
し
っ
か
り
と
や
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
海
へ
栄
養
が
流
れ

る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
県

な
ど
か
ら
の
ご
指
導
も
い
た
だ
き
な

が
ら
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

⑥
治
水
対
策
に
沿
っ
た
河
口
の
土
砂

撤
去
だ
け
で
は
な
く
、
三
重
県
農
林

水
産
部
へ
カ
キ
を
守
る
と
い
う
観
点

か
ら
の
取
り
組
み
を
要
望
し
て
い
ま

す
。

⑦
で
き
る
限
り
濁
ら
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
す
が
、
河
口
に
い
る
ア
ユ
な

ど
に
も
多
少
の
影
響
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
工
事
に

関
し
て
は
、渇
水
期
に
お
け
る
工
事
、

濁
り
を
出
さ
な
い
よ
う
な
土
砂
の
撤

去
方
法
、
単
調
な
流
れ
を
解
消
す
る

た
め
に
、
流
路
に
大
き
な
石
を
配
置

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

⑧
銚
子
川
漁
業
協
同
組
合
の
皆
さ
ま

と
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
、
お
互
い

協
力
し
合
い
な
が
ら
解
決
策
を
見
い

だ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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瀧
本
攻 

議
員

町
長
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

実
施
で
き
る
の
か

問
　

町
長
の
方
向
性
は
、
イ
ベ

ン
ト
、
観
光
、
健
康
を
重
点

に
行
わ
れ
、
経
済
に
は
ほ
と
ん
ど
重

き
を
置
い
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
漁
業
、
林
業
、
ゼ
ネ
コ
ン
、
建
築

業
な
ど
が
自
然
淘と

う
た汰
さ
れ
、
疲
弊
し

き
っ
て
い
ま
す
。そ
の
こ
と
に
よ
り
、

人
口
減
少
、
高
齢
化
、
労
働
人
口
の

減
少
で
、
働
く
場
所
が
な
い
町
へ
と

進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま

え
て
質
問
し
ま
す
。

①
「
み
ん
な
が
元
気
！
紀
北
町
〜
豊

か
な
自
然
、
に
ぎ
わ
い
と
笑
顔
が
あ

ふ
れ
る
ま
ち
〜
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
ど

の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く
の
か
町
長

の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

②
人
口
減
少
対
策
や
経
済
対
策
な
ど

を
行
う
た
め
に
、
県
や
国
へ
出
向
い

て
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
も
必
要
だ

と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

③
若
者
が
町
外
へ
出
て
い
き
、
人
口

が
減
少
し
て
い
く
中
で
、
働
く
場
所

づ
く
り
や
若
者
が
定
着
す
る
た
め
の

施
策
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
い
か

が
で
す
か
。

④
町
独
自
の
施
策
な
ど
、
こ
の
町
に

合
っ
た
も
の
を
つ
く
っ
て
い
か
な
い

と
地
域
は
活
性
化
し
な
い
と
思
い
ま

す
が
い
か
が
で
す
か
。

答　
町
長　
①
紀
北
町
の
人
、

地
域
、
産
業
、
そ
し
て
各
種

団
体
活
動
な
ど
、
全
て
が
元
気
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
で
や
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
生
活
に
必
要

な
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
将
来
に
つ
な

が
っ
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
へ
の
投
資

や
事
業
化
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
地
域
経
済
社
会
の

閉へ
い
そ
く塞

か
ら
回
復
さ
せ
、
伸
ば
す
た
め

の
施
策
に
強
力
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
総

合
計
画
の
実
施
計
画
づ
く
り
の
作
業

に
も
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
総
合
計

画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
沿
っ
て

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

②
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
は
、
県

も
担
当
部
署
を
つ
く
っ
て
や
っ
て
い

ま
す
の
で
、
県
の
対
策
な
ど
も
し
っ

か
り
と
見
極
め
て
、
人
口
減
少
を
少

し
で
も
減
ら
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
創
生
の
根

幹
に
も
な
る
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
の
Ｄ
Ｘ
予
算
な
ど
、

こ
う
い
っ
た
も
の
も
努
力
し
て
得
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

③
働
く
場
所
に
つ
い
て
は
、
特
定
の

企
業
を
こ
ち
ら
へ
お
迎
え
す
る
計
画

は
な
い
の
が
現
状
で
す
。
東
紀
州
全

体
を
見
渡
し
て
も
、
や
は
り
そ
う
い

う
傾
向
は
な
か
な
か
難
し
い
と
の
こ

と
で
す
が
、
今
後
も
情
報
収
集
を
行

う
な
ど
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。若
者
の
定
着
に
つ
い
て
は
、

紀
北
町
は
子
育
て
な
ど
が
充
足
し
て

い
て
暮
ら
し
や
す
い
と
い
う
意
識
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
う
い
っ
た
こ

と
か
ら
戻
っ
て
き
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
働
く
に
は
、
確

か
に
所
得
が
低
い
部
分
は
あ
り
ま
す

が
、
暮
ら
し
や
す
さ
を
求
め
て
い
く

の
も
一
つ
の
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

④
町
の
特
性
、
地
域
性
、
位
置
付
け

な
ど
を
十
分
に
考
え
て
や
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
町
独
自
の
事
業
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
で
は
、
起
業
人
制
度
で
民
間
の
方

も
入
っ
て
い
た
だ
い
て
、
知
恵
も
い

た
だ
き
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。

田
島
明
良 

議
員

紀
北
町
消
防
団
条
例
と

消
防
団
員
の
身
分
に
つ

い
て　

問
　

①
３
月
議
会
で
消
防
団
条

例
改
正
を
東
紀
州
５
市
町
で

同
一
金
額
の
年
額
報
酬
を
決
め
た
の

は
正
し
か
っ
た
の
か
お
伺
い
し
ま

す
。

②
消
防
団
員
の
処
遇
に
つ
い
て
説
明

し
て
く
だ
さ
い
。

③
年
額
報
酬
と
出
動
手
当
の
支
給
方

法
は
消
防
庁
の
通
達
ど
お
り
個
人
へ

の
直
接
支
給
に
す
る
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

④
今
年
退
団
、
入
団
さ
れ
た
方
は
何

人
で
す
か
。
ま
た
、
退
職
報
償
金
の

詳
細
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

⑤
急
激
な
団
員
減
少
の
理
由
を
お
伺

い
し
ま
す
。
ま
た
、
何
か
支
障
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

答　
町
長　
①
団
員
の
年
額
報

酬
に
つ
い
て
は
、
５
市
町
で

協
議
を
し
て
、
結
果
的
に
同
額
と
な

り
ま
し
た
。
消
防
団
員
と
相
談
の
上

で
納
得
し
て
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

②
福
利
厚
生
で
は
、
公
務
に
よ
り
死

亡
し
た
場
合
の
弔
慰
金
、
重
度
の
障

害
を
被
っ
た
場
合
の
保
育
援
護
金
、

生
活
援
護
金
、
生
涯
見
舞
金
な
ど
の

支
給
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
か
ら

支
出
す
る
独
自
の
補
助
金
も
あ
り
ま

す
。

③
消
防
団
の
生
い
立
ち
、
成
り
立
ち

と
い
う
も
の
も
あ
り
、
各
分
団
な
ど

で
支
給
の
仕
方
が
違
い
ま
す
。
そ
の

自
主
性
は
尊
ぶ
べ
き
だ
と
私
は
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
ど
う
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
を
消
防
団
で
も
議
論
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

④
令
和
３
年
度
に
は
、退
団
者
51
名
、

入
団
者
12
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
退
職
報
償
金
に
つ
い
て
は
、
勤

続
年
数
と
階
級
に
よ
っ
て
額
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

危
機
管
理
課
長　
⑤
今
年
３
月
、

消
防
団
条
例
の
定
員
の
改
正
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、

消
防
団
の
方
に
実
際
に
都
合
な
ど
で

訓
練
な
ど
に
出
ら
れ
な
い
方
が
い
な

い
か
、
ま
た
今
後
も
活
動
し
て
い
た

だ
け
る
方
は
ど
の
よ
う
な
方
が
い
る

か
を
調
査
し
て
い
た
だ
い
た
結
果
、

ど
う
し
て
も
出
ら
れ
な
い
方
が
46
名

い
ま
し
た
。
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

も
特
に
支
障
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に

受
け
止
め
て
い
ま
す
。
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6 月定例会報告

少
子
高
齢
化
社
会
に
向

け
て
の
取
り
組
み
に
つ

い
て　

問
　

①
第
２
次
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
の
四
つ
の
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
「
活
力
」
の
ま

ち
づ
く
り
お
よ
び
今
年
の
施
政
方
針

で
取
り
上
げ
た
事
に
つ
い
て
町
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

②
将
来
人
口
を
考
え
る
と
最
重
要
課

題
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

答　
町
長　
①
「
地
域
産
業
の

振
興
と
雇
用
の
場
の
確
保
」、

「
観
光
・
交
流
に
よ
る
交
流
人
口
・

関
係
人
口
の
拡
大
」、「
定
住
・
移
住

対
策
の
推
進
」
に
よ
り
、
活
力
と
に

ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
り
、
移
住
希
望

者
な
ど
へ
の
支
援
体
制
を
は
じ
め
、

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
活
用
し
た
空

き
家
の
有
効
活
用
、
空
き
家
・
廃
校

な
ど
を
活
用
し
た
就
業
体
験
な
ど
に

よ
る
定
住
・
移
住
対
策
な
ど
の
充
実

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

②
地
域
の
特
性
を
捉
え
た
上
で
人
口

減
少
を
少
な
く
す
る
こ
と
は
た
い
へ

ん
重
要
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
私
自
身
は
子
育
て
支
援
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
を
産
み
育

て
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
、

出
生
率
の
問
題
な
ど
に
も
つ
な
が
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

自
治
体
職
員
の
労
働
環

境
と
町
長
の
職
員
に
対

す
る
姿
勢
に
つ
い
て

問
　

①
一
般
職
員
と
会
計
年
度

任
用
職
員
は
何
名
で
す
か
。

②
時
間
外
労
働
、
年
次
有
給
休
暇
、

休
日
出
勤
は
規
則
を
守
っ
て
い
ま
す

か
。

③
一
般
職
員
と
会
計
年
度
任
用
職
員

と
の
賃
金
格
差
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答　
町
長　
①
令
和
４
年
５
月

１
日
時
点
で
、
一
般
職
員
が

２
０
５
名
、
会
計
年
度
任
用
職
員
が

２
０
９
名
で
す
。

②
時
間
外
労
働
の
時
間
を
守
る
よ
う

周
知
を
行
い
、
年
次
有
給
休
暇
に
つ

い
て
は
、健
康
管
理
の
観
点
か
ら
も
、

職
員
に
対
し
て
積
極
的
な
取
得
を
す

る
よ
う
周
知
し
て
い
ま
す
。

③
賃
金
格
差
は
あ
り
ま
す
。

岡
村
哲
雄 
議
員

豪
雨
時
の
排
水
対
策
に

つ
い
て

問
　

①
３
月
議
会
で
決
定
さ
れ

た
汐
ノ
津
呂
排
水
機
場
に
関

す
る
附
帯
決
議
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

②
汐
ノ
津
呂
排
水
機
場
に
つ
い
て
、

今
回
３
ｔ
の
増
設
で
す
が
、
将
来
さ

ら
に
増
設
が
で
き
る
よ
う
な
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
や
現
在
の
貯
水
池
の
容
量

を
大
き
く
す
る
な
ど
の
考
え
は
あ
り

ま
す
か
。

③
住
民
説
明
会
で
住
民
が
提
案
し
た

こ
ぶ
た
川
と
源
八
川
の
二
つ
の
水
路

の
バ
イ
パ
ス
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
い

て
、町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

④
排
水
口
を
水
中
で
は
な
く
堤
防
の

上
か
ら
出
す
提
案
に
つ
い
て
、
町
長

の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
附
帯
決
議
で
挙

げ
ら
れ
た
項
目
の
一
つ
と
し

て
、
４
月
26
日
に
住
民
説
明
会
を
開

催
し
、
事
業
概
要
の
説
明
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
住
民
の
方
の
ご

意
見
な
ど
、
そ
の
時
の
内
容
を
取
り

ま
と
め
た
も
の
は
、
議
員
の
皆
さ
ま

へ
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

②
今
後
、
議
員
や
住
民
の
皆
さ
ま
の

意
見
も
お
聞
き
し
な
が
ら
、
設
計
を

進
め
て
い
く
も
の
と
思
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
、予
備
の
ス
ペ
ー
ス
に
は
、

起
債
適
用
が
さ
れ
ま
せ
ん
。
県
に
も

相
談
を
し
て
い
ま
す
が
、
現
時
点
で

は
３
ｔ
分
の
起
債
に
合
わ
せ
た
設
計

を
お
願
い
す
る
考
え
で
す
。

③
水
路
を
つ
く
っ
て
つ
な
ぐ
と
い
う

の
は
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
あ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
今
の
段
階
で
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含

め
て
今
後
ど
う
す
る
か
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

④
概
略
設
計
の
と
き
に
設
計
業
者
に

も
話
を
し
て
い
ま
す
が
、
河
川
法
に

よ
り
い
ろ
い
ろ
な
制
約
が
あ
り
ま

す
。
今
後
、
詳
細
設
計
の
と
き
に
再

度
し
っ
か
り
と
町
の
考
え
や
議
員
の

提
案
を
設
計
業
者
に
伝
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

地
域
の
絆
づ
く
り
に
つ

い
て

問
　

①
ク
リ
ー
ン
ク
リ
ー
ン

デ
ー
の
よ
う
な
地
域
で
の
共

同
作
業
の
場
や
住
民
有
志
が
集
ま
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
は
、
住
民

の
絆
づ
く
り
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の

だ
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を

お
聞
き
し
ま
す
。

②
「
ち
ょ
い
減
ら
し
＋
10
」
の
目
的

と
成
果
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

③
空
き
家
を
活
用
し
た
地
域
の
絆
づ

く
り
の
場
の
構
築
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
、
現

在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い

る
方
を
集
め
た
勉
強
会
な
ど
は
で
き
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な
い
か
お
聞
き
し
ま
す
。

④
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
内
容

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自
治

会
や
住
民
の
中
に
入
っ
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
高
齢
者
の
居
場
所
づ

く
り
な
ど
の
場
を
構
築
す
る
よ
う
な

活
動
を
行
う
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

募
集
は
で
き
ま
す
か
。

答　
町
長　
①
絆
づ
く
り
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
角
度
か
ら
皆
が

意
識
し
て
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。
田
舎
の
い
い
と

こ
ろ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る
と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ

た
も
の
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
「
ち
ょ
い
減
ら
し
＋
10
」
は
、
健

康
的
な
生
活
習
慣
を
送
る
た
め
「
ち

ょ
っ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
ず
っ
と
健
康
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
行
政
が
支
え
る

部
分
と
し
て
大
き
な
も
の
は
、
生
活

習
慣
病
予
防
、
健
康
増
進
、
病
気
の

早
期
発
見
、
早
期
治
療
だ
と
思
い
ま

す
の
で
、
五
つ
の
が
ん
検
診
と
特
定

健
診
を
無
料
化
し
て
い
ま
す
。
そ
う

い
う
中
で
、
特
定
健
診
の
受
診
率
が

22
・
４
％
か
ら
、
今
43
％
ぐ
ら
い
に

倍
増
し
、
五
つ
の
が
ん
検
診
の
検
診

率
は
三
重
県
で
５
位
に
入
っ
て
い
ま

す
。

③
地
域
の
絆
づ
く
り
の
場
に
つ
い
て

は
、
空
き
家
以
外
に
町
の
施
設
を
活

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
一
つ
だ
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
集
会
所
は
地

区
の
役
員
会
や
総
会
な
ど
、
ご
く
限

ら
れ
た
利
活
用
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
町
の
施
設
で
使
え
る
も
の
は
、

地
域
の
方
に
ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
つ
い

て
は
、
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
補
助

金
な
ど
も
あ
り
、
行
政
と
し
て
で
き

る
こ
と
は
や
っ
て
い
ま
す
。

企
画
課
長　
④
現
在
、
都
市
部
と

の
つ
な
が
り
づ
く
り
で
１
名
、
銚
子

川
の
魅
力
ア
ッ
プ
の
関
係
で
１
名
の

計
２
名
が
任
務
に
つ
い
て
い
ま
す
。

町
長　
都
市
部
か
ら
来
た
方
が
地

域
の
中
に
入
っ
て
ど
こ
ま
で
そ
の
仕

事
が
で
き
る
か
、
ま
た
、
そ
の
活
動

内
容
で
応
募
自
体
が
あ
る
か
と
い
う

課
題
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
募

集
を
し
て
い
く
中
で
、
そ
う
い
っ
た

観
点
も
踏
ま
え
て
勉
強
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

柴
田
洋
巳 

議
員

町
長
の
つ
か
み
ど
こ
ろ

が
な
い
住
民
目
線
が
紀

北
町
の
現
在
、
将
来
を

危
う
く
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か

問
　

①
東
紀
州
環
境
施
設
組
合

に
つ
い
て
、
未
解
決
の
建
設

予
定
地
問
題
、
ご
み
運
搬
方
法
と
費

用
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進

法
の
施
行
な
ど
を
考
え
る
と
、
組
合

の
事
業
計
画
が
抜
本
的
に
見
直
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
現
状
認

識
と
見
通
し
を
お
聞
き
し
ま
す
。

②
「
紀
北
町
生
活
環
境
の
保
全
に
関

す
る
条
例
」
に
つ
い
て
、
こ
の
地
域

を
守
る
大
事
な
条
例
を
改
正
し
、
最

重
要
５
項
目
を
盛
り
込
む
考
え
は
あ

り
ま
す
か
。

③
上
里
福
祉
会
館
の
改
築
に
つ
い

て
、設
計
す
る
た
め
に
行
っ
た
調
査
、

床
を
１
ｍ
上
げ
る
た
め
に
発
生
し
た

工
事
と
工
事
費
、
建
物
の
位
置
、
駐

車
台
数
、
敷
地
内
の
町
道
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
船
津
川
激
甚
災
害
対
策
特

別
緊
急
事
業
で
、
氾
濫
防
止
対
策
を

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
考

慮
に
入
れ
て
設
計
す
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

答　
町
長　
①
現
在
、
東
紀
州

環
境
施
設
組
合
で
は
、
東
紀

州
広
域
ご
み
処
理
施
設
整
備
基
本
計

画
の
策
定
お
よ
び
生
活
環
境
影
響
調

査
業
務
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
５

月
30
日
開
催
の
東
紀
州
広
域
ご
み
処

理
施
設
整
備
基
本
計
画
策
定
委
員
会

で
は
、
処
理
方
式
は
、
発
電
な
し
の

全
連
続
焼
却
方
式
が
推
奨
さ
れ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
、

施
設
整
備
基
本
計
画
の
素
案
が
作
成

さ
れ
る
と
と
も
に
、
住
民
説
明
会
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
実
施
予
定

で
す
。
建
設
予
定
地
の
近
隣
に
お
い

て
、
事
業
に
ご
理
解
が
得
ら
れ
て
い

な
い
状
況
で
す
が
、
東
紀
州
環
境
施

設
組
合
を
中
心
と
し
て
、
引
き
続
き

ご
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
課
題
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
を
交

え
た
検
討
委
員
会
も
つ
く
っ
て
い
ま

す
の
で
、
一
つ
一
つ
解
決
し
な
が
ら

計
画
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

②
「
紀
北
町
生
活
環
境
の
保
全
に
関

す
る
条
例
」
は
、
専
門
の
学
者
や
有

識
者
な
ど
の
意
見
を
基
に
構
築
さ
れ

た
三
重
県
条
例
と
、
審
議
さ
れ
た
内

容
や
規
制
の
程
度
は
同
等
で
、
適
正

な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

法
律
と
の
整
合
性
に
留
意
し
、
規
制

内
容
も
過
不
足
し
な
い
よ
う
に
構
成

し
た
も
の
で
す
の
で
、
現
時
点
で
の

条
例
改
正
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

住
民
課
長　
③
設
計
に
あ
た
っ
て

の
調
査
は
、
地
質
調
査
と
ア
ス
ベ
ス

ト
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
１
ｍ

の
か
さ
上
げ
は
、
地
区
住
民
の
方
々

と
十
分
な
話
し
合
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
工
事
に
つ
い
て
は
、

通
常
で
も
約
30
㎝
の
基
礎
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
70
㎝
程
度
を
増
や

す
工
事
の
必
要
が
生
じ
ま
す
。
そ
の

算
定
額
は
、
基
礎
部
分
約
２
３
０
万

円
、
玄
関
周
り
約
１
１
０
万
円
、
東

側
の
テ
ラ
ス
約
65
万
円
、
南
側
の
厨

房
の
出
入
り
口
部
分
約
25
万
円
で
、

合
計
約
４
３
０
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

建
物
の
位
置
は
、
現
在
と
ほ
ぼ
同

じ
位
置
で
、
駐
車
場
は
身
体
障
害
者

用
が
１
台
、
一
般
用
が
２
台
で
、
敷

地
内
に
は
町
道
が
通
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
船
津
川
激
甚
災
害
対
策
特

別
緊
急
事
業
は
、
平
成
16
年
の
水
害

時
の
水
量
な
ど
に
合
わ
せ
た
も
の
で

あ
り
、
今
は
時
間
も
経
過
し
、
状
況

も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
少
し
で

も
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
地
域

の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
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進
め
て
い
ま
す
。

原
隆
伸 

議
員

農
業
・
林
業
・
水
産
業

の
振
興
策
に
つ
い
て

問
　

①
特
に
農
林
水
産
省
の
政

策
の
中
で
農
地
利
用
効
率
化

等
支
援
交
付
金
と
い
う
の
が
あ
り
ま

す
。
農
業
機
械
な
ど
を
町
と
農
業
協

同
組
合
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
リ
ー
ス
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を

今
後
考
え
て
い
く
必
要
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
伺
い

し
ま
す
。

②
漁
礁
、
岩
礁
な
ど
を
設
置
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
伊
勢
エ
ビ
が
育
ち
や

す
い
よ
う
な
環
境
を
つ
く
る
働
き
か

け
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
で
き
る

だ
け
早
期
に
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え

を
お
伺
い
し
ま
す
。

③
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に

よ
り
発
展
さ
せ
て
い
く
予
定
な
の

か
、
そ
の
働
き
か
け
と
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

④
６
次
産
業
と
い
う
こ
と
も
、
今
一

つ
の
テ
ー
マ
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う

な
感
じ
で
す
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
農
業
機
械
の
話

は
、
私
も
以
前
か
ら
懸
念
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
農
業
協
同
組
合

な
ど
の
考
え
方
も
踏
ま
え
た
上
で
、

い
ろ
い
ろ
と
対
応
の
必
要
な
部
分
も

あ
る
の
か
な
と
い
う
考
え
は
あ
り
ま

す
。

②
投
石
、
築
磯
な
ど
を
毎
年
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
い
う
中
で
も
伊
勢
エ

ビ
対
策
と
し
て
は
、
外
敵
の
食
物
連

鎖
の
中
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
な

投
石
の
仕
方
も
考
え
て
い
ま
す
。

③
日
本
農
業
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
Ｆ

Ｓ
Ｃ
認
証
も
グ
ル
ー
プ
認
証
と
い
う

こ
と
で
、
高
品
質
化
、
ブ
ラ
ン
ド
化

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
近
年

の
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
、
国
際
的

な
事
情
も
十
分
判
断
し
た
上
で
、
林

業
関
係
者
、
そ
れ
か
ら
国
や
県
の
方

針
を
見
定
め
な
が
ら
、
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

④
わ
れ
わ
れ
の
町
は
農
林
水
産
業
が

基
幹
産
業
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
魅
力
を
発
信
し
て
、
６
次
産
業

化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
生
産

者
に
も
利
益
な
ど
が
い
く
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
取

り
組
み
と
返
礼
品
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

問
　

①
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
自

主
財
源
の
拡
充
に
最
も
有
効

な
対
策
だ
と
考
慮
し
ま
す
。
ま
た
、

返
礼
品
拡
充
の
た
め
の
取
り
組
み
は

産
業
振
興
策
や
、
観
光
資
源
の
充
実

策
と
し
て
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
町
長
の
認

識
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

②
ニ
ー
ズ
を
調
べ
て
、
開
発
に
関
わ

っ
て
み
た
り
、
考
え
た
り
と
い
う
こ

と
の
積
み
上
げ
が
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
の
充
実
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お

伺
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
自
主
財
源
の
確

保
と
地
場
産
業
の
活
性
化
、

こ
の
両
面
か
ら
た
い
へ
ん
重
要
な
制

度
だ
と
私
自
身
は
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
積
極
的
な
活
用
を
図

れ
る
よ
う
に
努
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

②
毎
月
の
よ
う
に
検
索
エ
ン
ジ
ン
の

最
適
化
や
ア
ク
セ
ス
の
解
析
、
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー
、
他
自
治
体
の
調
査
な

ど
を
行
い
検
討
し
て
い
ま
す
。
ど
の

よ
う
な
サ
イ
ト
が
よ
り
ヒ
ッ
ト
す
る

の
か
、
ど
の
よ
う
な
サ
イ
ト
に
ど
の

よ
う
な
人
気
商
品
が
あ
る
の
か
も
分

析
し
て
い
ま
す
。

予
防
防
災
の
考
え
方
と

対
策
に
つ
い
て

問
　

台
風
に
よ
っ
て
樹
木
が
倒

壊
し
て
土
砂
崩
れ
が
起
き
た

り
、
倒
木
が
川
の
橋
脚
に
引
っ
か
か

り
問
題
が
生
じ
た
り
、
土
留
堤
が

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
、
そ
こ
か
ら
あ

ふ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
前
も
っ
て
除
去
す
れ
ば
簡

単
に
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
目
地
、
防
さ
び
の
重
要
さ
、

ク
ラ
ッ
ク
の
危
険
性
な
ど
を
認
識
し

て
い
な
い
現
場
が
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
一
刻
も
早
く
対
処
し

な
い
と
危
険
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
対
応
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
基
本
的
に
立
ち
枯

れ
木
な
ど
は
、
県
や
町
で
も

撤
去
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
流

木
が
堤
防
と
か
橋
を
破
壊
す
る
と
い

う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
今
も
毎
年
の

よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
し
、
危
険
木

伐
採
の
補
助
金
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
と
、
工
事
な
ど
に
つ
い
て

脆ぜ
い
じ
ゃ
く弱

な
部
分
も
見
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
チ
ェ
ッ
ク

し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
で

き
る
か
今
後
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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近
澤
チ
ヅ
ル 

議
員

児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
の
早
期
設
立
を

問
　

先
般
、
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
設
立
を
願
う
保
護
者

の
会
か
ら
議
会
と
町
長
に
要
望
書
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
か
の
地
域
で

は
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
が
必

ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
設
置
さ
れ
て

お
り
、
充
実
し
た
支
援
が
受
け
ら
れ

ま
す
が
、
紀
北
地
域
に
は
、
そ
れ
が

あ
り
ま
せ
ん
。
困
っ
て
い
る
子
ど
も

た
ち
が
い
ち
早
く
支
援
を
受
け
る
こ

と
で
、
今
後
の
人
生
も
か
わ
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
一
刻
も
早
い
児
童

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
つ
い

て
町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
、

国
は
、
障
が
い
の
種
別
に
か
か
わ
ら

ず
、
適
切
な
支
援
を
提
供
で
き
る
よ

う
、
そ
の
設
置
を
市
町
村
に
求
め
て

い
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
、
第
６

期
紀
北
町
障
が
い
福
祉
計
画
・
第
２

期
紀
北
町
障
が
い
児
福
祉
計
画
の
中

で
、
令
和
５
年
度
中
の
設
置
を
目
標

と
し
て
お
り
、
現
在
、
紀
北
地
域
で

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が

可
能
で
あ
る
か
、
施
設
お
よ
び
人
的

な
基
準
、
補
助
制
度
の
状
況
な
ど
を

調
査
す
る
と
と
も
に
広
域
で
の
取
り

組
み
も
考
え
、
尾
鷲
市
と
も
協
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

赤
羽
寮
の
早
期
改
築
を

問
　

現
在
、
養
護
施
設
の
改
築

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

私
た
ち
は
長
年
、
特
別
養
護
施
設
の

改
築
も
求
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
町
長
は
安
価
で
入
所
で
き
る
多
床

室
の
必
要
性
と
改
築
の
補
助
金
が
個

室
の
み
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
改
築

を
拒
ん
で
き
ま
し
た
が
、
老
人
ホ
ー

ム
赤
羽
寮
で
は
、
施
設
が
古
く
、
多

床
室
で
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
れ
な

い
た
め
、
空
床
が
で
て
お
り
、
住
民

ニ
ー
ズ
は
、
新
し
い
個
室
の
施
設
を

求
め
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
補

助
の
あ
る
個
室
の
特
別
養
護
施
設
へ

の
改
築
に
つ
い
て
、
町
長
の
見
解
を

お
伺
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
改
築
に
つ
い
て

は
、
個
室
で
も
多
床
室
で
も
補
助
金

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
紀
北
管
内

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
定
数
の

約
半
数
が
多
床
室
で
あ
り
、
決
し
て

ニ
ー
ズ
が
な
い
訳
で
は
な
い
の
で
、

当
面
の
間
、
現
在
の
施
設
を
維
持
し

な
が
ら
町
営
で
運
営
し
、
み
ん
な
が

入
り
や
す
い
、
安
全
・
安
心
、
快
適

な
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
を
念
頭
に
経

営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

物
価
高
と
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
町
民
の
暮
ら
し
を
守

る
た
め
に

問
　

昨
年
来
、
コ
ロ
ナ
危
機
で

止
ま
っ
て
い
た
経
済
活
動
が

各
国
で
再
開
さ
れ
、
世
界
的
な
需
要

増
の
中
で
物
価
が
高
騰
し
、
さ
ら
に

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
が
追
い

打
ち
を
か
け
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

町
民
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
現
状
認
識
と
町
と
し
て
の

対
策
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
食
料
品
な
ど
、
生

活
に
密
着
し
た
主
要
品
目
の

値
上
げ
が
１
万
点
を
超
え
る
な
ど
の

報
道
も
あ
り
、
家
計
に
大
き
く
影
響

し
て
い
る
こ
と
は
十
分
認
識
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
対
策
と
し
て
は
、
全

町
民
へ
１
万
円
の
が
ん
ば
ろ
う
商
品

券
配
布
、
宿
泊
施
設
の
利
用
者
を
対

象
に
町
内
で
利
用
で
き
る
１
人
２
千

円
分
の
ク
ー
ポ
ン
券
配
布
な
ど
の
支

援
を
し
て
お
り
、
今
度
の
地
方
創
生

交
付
金
に
つ
い
て
も
全
町
民
へ
の
支

援
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

憲
法
を
地
方
自
治
の
真

ん
中
に

問
　

昨
今
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
な
ど
に
よ

り
、
多
く
の
人
が
平
和
を
願
っ
て
や

ま
な
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
一

方
で
、
戦
争
放
棄
を
規
定
す
る
憲
法

第
９
条
を
中
心
に
憲
法
改
正
を
し
よ

う
と
す
る
動
き
も
あ
り
ま
す
。
今
の

平
和
は
こ
の
第
９
条
が
あ
る
か
ら
だ

と
思
っ
て
お
り
、
町
長
の
憲
法
改
正

に
対
す
る
見
解
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
戦
争
は
絶
対
に
駄

目
な
こ
と
で
す
。
ま
た
、
憲

法
改
正
に
つ
い
て
は
、
衆
議
院
、
参

議
院
で
可
決
を
得
た
あ
と
に
国
民
投

票
と
い
う
形
に
な
り
、
ど
ん
ど
ん
議

論
で
き
る
場
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
私
と
し
て
は
、
し
っ
か
り
と

議
論
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
国
の

た
め
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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13 広報きほく2022年9月号

町からのおしらせ　～ Information ～

紀北町選挙管理委員会事務局（本庁総務課内）　℡（46）3111　海山総合支所総務室　  ℡（32）3901

● 業務内容

● 応募資格

● 報酬

● 登録選考方法

● 応募期間

● 従事期間・時間

● 登録期間

● 応募方法

期日前投票所における投票事務（案内、投票受付、投票用紙の交付など）

〇紀北町在住の満18歳以上の方で、地方公務員法第16 条に規定する欠格

　事項に該当しない方

〇選挙の重要性を認識し、公正に選挙事務を行い、投票の秘密を守れる方

〇パソコンの操作ができる方

902 円（1時間あたり）※令和 4年度予定額

登録申込書の提出後、面接を行います。ただし、勤務経験のある方は、勤

務実績をもとに選考します。

9月 1日（木）～15日（木）

午前 8時30分～午後 5時15分（土・日曜日、祝日は除く）

期日前投票所開設期間のうちで、割り当てられた日時

午前 8時 30 分～午後 8時の間

登録日～令和 6年 9月 30 日（月）

登録申込書に必要事項を記入し、持参または郵送にて提出

※9月15日（木）必着

※登録申込書は、町ホームページからダウンロードしていただくか、本庁

　総務課または海山総合支所総務室で配布します。

会計年度任用職員（期日前投票事務補助員）
の登録者を募集します！

　この募集は、事前に選挙事務従事者を候補者として登録させていただき、登録された方の中から

選挙の際に、選挙事務従事者の依頼をさせていただくためのものです。登録されたことにより必ず

選挙事務の従事ができるというものではありませんのであらかじめご了承ください。

問い合わせ・申し込み

募集期間：9月1日～15日募集期間：9月1日～15日
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町からのおしらせ　～ Information ～

　災害はいつどこで起こるかわかりません。さまざまな状況を想定し、どんな状況で起
きても対応できる知識と備えが必要です。自分や家族の命を守るためにも、まずは身の
回りから災害に備える準備を始めてください。

地震・津波
に備え

台風・大雨・土砂災害など
その他災害に備え

● 家具類の転倒・落下防止対策
　地震発生に備え、家屋の耐震診断や家具類の固定な

どの対策、ブロック塀などの撤去を行う。※町の補助制

度があります。

● 避難場所の確認
　津波襲来時の避難場所として高台（指定緊急避難

場所）を確認しておく。※町ホームページや防災マッ

プ、防災ナビなどを参照してください。

　ハザードマップなどを用いて、自宅や職場、学校などで災害が起こった場合、どのようなタ

イミングで、どのような避難行動が必要か、自ら考え、日常的に家族と一緒に考えておくこと

が重要です。※各世帯または住民一人一人が防災行動計画を設定しておくことも有効でしょう。

● 土砂災害警戒区域
　自宅や学校、職場などが土砂災害警戒区域かどうか

確認しておく。※町ホームページや防災マップ、防災ナ

ビなどを参照してください。

● 避難所の確認
　大雨や台風、土砂災害などの避難所（指定避難所）

を確認しておく。※町ホームページや防災マップ、防

災ナビなどを参照してください。

Cho s h i  R i v e r  r u
l e s

これらの災害に対する確かな行動の備えとして

家族で話し合っておく

〇新聞、テレビ、ラジオやインターネットなどから情報を収集し知識を身に付けておく。

〇町などで開催される防災訓練などに積極的に参加する。

防災知識を身に付けておく

　豪雨災害や土砂災害などの気象予報など、また、南海トラフ地震臨時情報発表などにより、災害の発生する場所が

予測できる場合、被害想定範囲外の親類や知人宅などへの避難を検討する。※新型コロナウイルス感染症の感染防止

対策の一環として避難所での密を避けるためにも、避難可能な親類や知人宅などへの避難を検討してください。

事前避難の検討

災害への備えは
していますか？
災害への備えは
していますか？
災害への備えは
していますか？
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□ ヘルメット
□ 懐中電灯
□ 電池
□ ろうそく
□ ラジオ
□ 防災行政無線戸別受信機
□ マッチ
□ ライター
□ ティッシュ
□ ビニール袋
□ 軍手
□ 筆記用具
□ タオル
□ 常備薬
□ 救急セット
□ 貴重品 ( 現金・通帳・免許証・印鑑など )
□ 飲料水
□ アルファ米
□ 乾パン
□ 衣類
□ 雨具
□ マスク
□ 生理用品　
□ おむつ　など

□ 新聞紙
□ 洗面用具
□ カセットコンロ（燃料）
□ 紙食器
□ ライター
□ 雨具
□ せっけん
□ 生理用品
□ タオル
□ 軍手
□ ブルーシート
□ 靴
□ スリッパ
□ ティッシュ
□ 飲料水
□ アルファ米
□ 缶詰
□ レトルト食品
□ 菓子類
□ 常備薬
□ 着替え用衣類
□ 帽子
□ 消毒液
□ マスク　など

非常用品を日頃から備えておきましょう！

町からのおしらせ　～ Information ～

チチェック
リスト

非常持ち出し品例
災害発生時に持ち出すもの

非常備蓄品例
被災後の避難生活のために準備するもの

【iOS 端末用】

【Android 端末用】

　町では「紀北町防災ナビ」を配信しています。まだインストールをされてい
ない方は、ぜひインストールして活用してください。スマートフォンをお持ち
でない方は、メール配信機能にて情報を配信しますので、登録をお願いします。

◆「紀北町防災ナビ」の機能
Ｌアラート（災害情報共有シス
テム）から配信される気象警報・
注意報や震度速報が即時に配信
されるほか、町からの避難情報・
通行止め情報・イベント情報を
配信しています。

◆メール配信機能
事前にメール登録をすれば町か
らの避難情報・通行止め情報・
イベント情報を受け取れます。
【メール登録アドレス】
subscribe-town-mie-kihoku
@hinanjyo.com

をご活用ください！

※避難時に必要な持ち出し品の参考にしてください。

「紀北町防災ナビ」「紀北町防災ナビ」「紀北町防災ナビ」「紀北町防災ナビ」
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町からのおしらせ　～ Information ～
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屋根と、三方向以上に壁があり、土地に定着しているもの

コンクリートブロックなどを四隅に置いて、その上に設置してあるもの
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▷職種および採用予定人員

　事務職員　1名

▷応募資格

　●平成 5年 4月 2日以降生まれの方

　●大学・短期大学（高等専門学校を含む）・高等学校を

　　卒業、または令和 5 年 3月卒業見込みの方で、採用後

　　は紀北町に居住可能な方

　●普通自動車運転免許を所有（取得見込みも含む）し、

　　心身ともに健全で明るく丁寧に対応できる方

▷応募期間

　9月 5日（月）～ 10 月 5日（水）

　午前 8時 30 分～午後 5時（土・日曜日、祝日は除く）

　※郵送により申込書を提出される場合は、封筒の表に朱

　　書きで「職員採用試験申込書在中」と記入し、申込期

　　限必着で特定記録郵便により送付してください。

▷提出書類（各1通）

　①受験申込書

　②履歴書（市販のものに自筆、写真貼付）

　③普通自動車運転免許証の写し

　④最終学歴の卒業（見込み）証明書

　※①は社会福祉協議会本所および海山支所で交付

▷試験日・会場および内容

　＜第１次試験＞

　【日時】10 月 22 日（土）午前 9時～

　【会場】紀北町社会福祉会館（東長島 209 番地 9）

　【内容】教養試験（卒業学歴別に実施）・作文試験

　＜第 2次試験＞

　【内容】面接試験

　10 月下旬以降を予定（第 1次試験合格者に直接通知）

※給与の詳細については、インターネットにてハローワー

　クなどに掲載

紀北町社会福祉協議会正規職員募集
（令和 5年 4月 1日採用予定）

問い合わせ・書類提出先　紀北町社会福祉協議会本所　℡47-0725　紀北町社会福祉協議会海山支所　℡32-3355

試験日

10/22
（土）

▷職種および採用予定人員

　社会福祉士　１名

▷応募資格

　●昭和 63 年 4月 2日以降生まれの方

　●大学・短期大学（高等専門学校を含む）・高等学校を

　　卒業、または令和 5 年 3 月卒業見込みの方で、採用後

　　は紀北町に居住可能な方

　●普通自動車運転免許を所有（取得見込みも含む）し、

　　心身ともに健全で明るく丁寧に対応できる方

▷応募期間

　9月 5日（月） ～ 10 月 5 日（水）

　午前 8時 30 分～午後 5時（土・日曜日、祝日は除く）

　※郵送により申込書を提出される場合は、封筒の表に朱

　　書きで「職員採用試験申込書在中」と記入し、申込期

　　限必着で特定記録郵便により送付してください。

▷提出書類（各1通）

　①受験申込書

　②履歴書（市販のものに自筆、写真貼付）

　③資格証明書・普通自動車運転免許証の写し

　④最終学歴の卒業（見込み）証明書

　※①は社会福祉協議会本所および海山支所で交付

▷試験日・会場および内容

　＜第１次試験＞

　【日時】10 月 22 日（土）午前 9時～

　【会場】紀北町社会福祉会館（東長島 209 番地 9）

　【内容】教養試験（卒業学歴別に実施）・作文試験

　＜第 2次試験＞

　【内容】面接試験

　10 月下旬以降を予定（第 1次試験合格者に直接通知）

※給与の詳細については、インターネットにてハローワー

　クなどに掲載

紀北町地域包括支援センター正規職員募集
（令和 5年 4月1日採用予定）

試験日

10/22
（土）
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　人権が尊重される明るく住みよいまちの実現に向けて、心とからだの健康を目指し菊池幸夫弁護士による
人権講演会を開催します。菊池弁護士はテレビ番組などへも多数出演し、また、福祉事業団理事、日本バレー
ボール協会幹事も努めており、業務の傍ら体力作りにもいそしみ、地元小学
生のバレーボールチームの監督なども務めています。

【問い合わせ】本庁住民課　℡（46）3117

人権講演会開催人権講演会開催
「優しい心が解決する人権問題・コロナ禍での人権」「優しい心が解決する人権問題・コロナ禍での人権」

日時　10 月 16 日（日）午後 2時開演

　　　（開場　午後 1時 30 分）

場所　紀北町立海山公民館（相賀481番地2）

料金　無料（入場券が必要）

※ 9月7日（水）から入場券を本庁住民課、海山総合支所住民室で配布します。

（ 1人4枚まで）

※新型コロナウイルス感染症対策のため入場券配布のとき、住所、氏名、連絡

先を記載していただきます。

　福井県名田庄村（現おおい町名田庄地区）のたった一人の医師として約30年間地域医療活動に取り組まれ
てきた中村先生を講師にお招きします。テレビ番組でも取り上げられた地域医療のスペシャリストに、人口
減少、過疎高齢化、医師不足といった地域医療問題に対し、「絆」をキーワードとして同地区で成功した取り
組みのヒントや「生きて逝くノート（エンディングノート）」の意義などについてご講演いただきます。

【問い合わせ・申し込み】尾鷲保健所　℡（23）3446

令和 4 年度救急医療講演会開催令和 4 年度救急医療講演会開催
「元気なうちから始めよう～サヨナラの準備～」「元気なうちから始めよう～サヨナラの準備～」

日時　 9 月11日（日）午後 2時～4時

場所　尾鷲市立中央公民館（尾鷲市中村町10番 41号）

※ご自宅のパソコンやスマートフォンなどからイン

ターネットを利用したミーティングアプリ「Zoom」

でのご視聴も可能です。【Zoom視聴 ID：825 005 5804】

料金　無料

講師　中村　伸一（福井県おおい町国民健康保険名

　　　田庄診療所所長）

主催　東紀州地域尾鷲地区救急医療対策協議会

申し込み　来場を希望される方は電話でお申し込み

　　　　　ください。

有料広告

菊地 幸夫 弁護士
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お
客
さ
ま
同
士
、
お
話
し

し
な
が
ら
楽
し
ん
で
運
動
さ
れ
て

い
ま
す
。

◆
有
酸
素
運
動
マ
シ
ン

紀
北
健
康
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
し
ら
せ

来年の干支作りを楽しんでみませんか♪

　マンドロ陶芸教室では、教室の参加者に来年の干支「卯（う）」の置物を作成していただいています。
　この機会に、お正月飾り用の干支を作成してみてはいかがでしょうか。

教室開講日時 　火～金曜日（祝日休み）

　　　　　　　 午前 8時 30 分～午後 4時

※ご希望の方はお早めにお越しください。申し込みは不要です。

【問い合わせ】ふれあい広場マンドロ陶芸教室　℡（47）1081

マンドロ陶芸教室からのおしらせマンドロ陶芸教室からのおしらせ

え　と

え　と

え　　と
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Kihoku PlaybackNews
&

Topics まちの話題

SDGs活動体験

　赤羽小学校の児童が SDGｓ活動体験を行いました。これはデイキャンプをする中で自然環境や普段使っている電気

やガスなどのエネルギーについて考え、SDGｓに取り組むきっかけとして開催され、児童は学校周辺の水生生物の観察

や太陽光を利用した火起こしなどを協力し合いながら体験していました。

7/20　島原地区

2022 きほく燈籠祭 
7/23　長島地区

　 3年ぶりの燈籠祭では出店はありませんでしたが子ども向けのイベント、ウォーターパークのほかメインステージで

実行委員長のあいさつやダンス、よさこい、アババインショーが行われ会場を盛り上げました。
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水産スクール

　紀北中学校と赤羽中学校の1年生を対象に水産スクール

が開催されました。町内で岩ガキの養殖を行う保紀丸水

産の東さんの協力で岩ガキの出荷作業を体験しました。

8/2　長島魚市場

ALT 就任あいさつ

　紀伊長島地区担当の外国語指導助手（ALT）にアメリ

カ出身のカイル マディソン エドワードさんが就任しま

した。

8/2　役場本庁

水てっぽう合戦
8/6　東長島スポーツ公園芝生広場

　紀伊長島いきいき子ども学園で水てっぽう合戦が開催

されました。陣地に立てた的と体につけた的を水鉄砲で

撃ち合うチーム対抗のゲームで、子どもたちは走り回り

ながら水をかけ合い夏の遊びを楽しんでいました。

T シャツペイント

　海山いきいき子ども学園で T シャツペイントが行われ

ました。子どもたちは特殊な薬品を混ぜた絵の具で無地

のTシャツに絵や文字を書き世界に1枚のTシャツを作り

ました。

8/3 　紀北教育会館
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お
し
ら
せ

　

令
和
３
年
度
の
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。
な
お
、
決
定
に
対
す

る
不
服
の
申
し
立
て
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

情
報
公
開
制
度

受
付
件
数　

２
２
１
件

全
部
開
示　

１
９
６
件

部
分
開
示　
　
　

17
件

不
存
在　
　
　
　

６
件

取
り
下
げ　
　
　

２
件

※

町
長
部
局
、
議
会
事
務
局
、
教
育

委
員
会
、
公
営
企
業
を
含
み
ま
す
。

な
お
、
主
な
請
求
内
容
は
、
工
事
設

計
に
関
す
る
文
書
で
し
た
。

個
人
情
報
の
開
示

受
付
件
数　
　
　

２
件

全
部
開
示　
　
　

２
件

※

町
長
部
局
の
件
数
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
総
務
課

℡（
46
）
３
１
１
１

　

10
月
１
日
現
在
で
、
就
業
構
造
基

本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
日
本
の
就
業
・
不

就
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
統
計
法
に
基
づ
き

実
施
す
る
国
の
重
要
な
統
計
調
査
で

す
。

　

９
月
上
旬
に
、
調
査
員
が
世
帯
を

把
握
す
る
た
め
調
査
対
象
地
域
を
訪

問
し
ま
す
。
ま
た
、
調
査
を
お
願
い

す
る
世
帯
（
統
計
理
論
に
基
づ
き
無

作
為
に
選
定
）
に
は
、
９
月
下
旬
に

調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
の

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
回
答

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
企
画
課

℡（
46
）
３
１
１
３

実
施
期
間

９
月
21
日
（
水
）
〜
30
日
（
金
）

○
運
動
の
重
点

①
子
供
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩

行
者
の
安
全
確
保

②
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
者
事
故

等
の
防
止
及
び
飲
酒
運
転
の
根
絶

③
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹

底【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
危
機
管
理
課

℡（
46
）
３
１
１
４

海
山
総
合
支
所
総
務
室

℡（
32
）
３
９
０
１

　

令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
、
消
費

税
の
仕
入
税
額
控
除
の
方
式
と
し
て

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

左
記
の
日
程
で
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
概
要
、
登
録
申
請
の
方
法
な
ど
を

説
明
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
12
日
（
月
）

　
　
　

午
後
３
時
15
分
〜
４
時
15
分

※

同
日
、
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
、

消
費
税
の
仕
組
み
か
ら
知
り
た
い
方

向
け
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
も

開
催
し
ま
す
。

場
所　

三
重
県
尾
鷲
庁
舎
５
階
大
会

議
室
（
尾
鷲
市
坂
場
西
町
１
番
１
号
）

定
員　

各
30
名
（
要
予
約
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

尾
鷲
税
務
署
法
人
課
税
部
門

℡（
22
）２
２
２
２（
自
動
音
声
に
従
っ

て
「
２
」
を
選
択
し
、
職
員
が
出
た

ら
内
線
41
と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。）

　

業
務
に
よ
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
た
場
合
、
労
災
保
険

給
付
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
○
感
染
経
路
が
業
務
に
よ
る
こ
と
が

明
ら
か
な
場
合

○
感
染
経
路
が
不
明
の
場
合
で
も
、

感
染
リ
ス
ク
が
高
い
業
務
に
従
事
し
、

そ
れ
に
よ
り
感
染
し
た
蓋
然
性
が
強

い
場
合

〈
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
業
務
と
は
〉

例
１　

複
数
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ

た
労
働
環
境
下
で
の
業
務

例
２　

顧
客
な
ど
の
近
接
や
接
触
の

機
会
が
多
い
労
働
環
境
下
で
の
業
務

○
医
師
・
看
護
師
や
介
護
の
業
務
に

従
事
さ
れ
る
方
々
に
つ
い
て
は
、
業

務
外
で
感
染
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な

場
合
を
除
き
、
原
則
と
し
て
対
象

○
症
状
が
持
続
し
（
罹
患
後
症
状
が

あ
り
）、
療
養
な
ど
が
必
要
と
認
め
ら

れ
る
場
合
も
保
険
給
付
の
対
象

※

詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
Ｑ
＆
Ａ（
項
目
「
５
労
災
補

償
」）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

情
報
公
開
の
実
施
状
況

総
務
課

秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動

危
機
管
理
課

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

説
明
会
に
つ
い
て

尾
鷲
税
務
署

三
重
労
働
局
か
ら
の

お
し
ら
せ

三
重
労
働
局

就
業
構
造
基
本
調
査
に

ご
協
力
を 企

画
課

が
い
ぜ
ん

り
か
ん
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【
問
い
合
わ
せ
】

三
重
労
働
局
労
働
基
準
部

労
災
補
償
課

℡
０
５
９
（
２
２
６
）
２
１
０
９

　

三
重
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
は

全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
と
共
催

で
、
養
育
費
に
関
す
る
電
話
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
養
育
費
で
お
悩
み

の
方
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
25
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

担
当
者　

水
谷　

元
彦

相
談
電
話
番
号
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

℡（
０
１
２
０
）
５
６
７
３
０
１

※

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
・
予
約
不

要【
問
い
合
わ
せ
】

三
重
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

℡
０
５
９
（
３
６
４
）
３
６
３
１

　

が
ん
患
者
さ
ん
や
家
族
が
集
ま
っ

て
交
流
や
情
報
交
換
を
す
る
場
で
す
。

同
じ
病
気
の
人
の
話
を
聞
い
た
り
、

不
安
や
悩
み
を
聞
い
て
も
ら
い
、
少

し
こ
こ
ろ
を
軽
く
し
て
療
養
生
活
の

ヒ
ン
ト
や
工
夫
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

日
時　

９
月
28
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※

次
回
開
催
は
令
和
５
年
３
月
24
日

（
金
）
予
定

場
所　

東
長
島
公
民
館

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
方
法　

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

が
ん
サ
ポ
ー
ト
み
え

「
三
重
県
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

℡
０
５
９
（
２
２
３
）
１
６
１
６

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

月
〜
金
曜
日
・
第
１
日
曜
日
（
日
曜
日

相
談
翌
日
の
月
曜
日
は
休
み
）

　

尾
鷲
保
健
所
で
は
、
こ
こ
ろ
の
健

康
に
関
す
る
悩
み
を
持
つ
方
や
家
族

の
方
を
対
象
に
、
精
神
科
医
師
に
よ

る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
安
心
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

感
染
症
予
防
の
た
め
、
当
日
は
マ

ス
ク
を
着
用
し
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

相
談
前
に
、
検
温
、
手
指
消
毒
な
ど

を
お
願
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

９
月
30
日
（
金
）

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

三
重
県
尾
鷲
庁
舎
１
階
母
子
室

相
談
員　

精
神
科
医
師

相
談
料　

無
料

申
し
込
み
方
法　

電
話
予
約

※

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
お
断
り

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　

９
月
20
日
（
火
）

【
問
い
合
わ
せ
】

尾
鷲
保
健
所
健
康
増
進
課

℡（
23
）
３
４
２
８

　

７
月
６
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
た

令
和
４
年
第
２
回
紀
北
広
域
連
合
議

会
定
例
会
に
お
い
て
、
紀
北
広
域
連

合
議
会
副
議
長
に
小
川
公
明
議
員
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
監
査
委
員
（
議
会
選
出
）
に
村

田
幸
隆
議
員
が
選
任
さ
れ
た
ほ
か
、
公

平
委
員
会
委
員
の
選
任
１
議
案
、
条
例

改
正
１
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

紀
北
広
域
連
合

℡（
35
）
０
８
８
８

「
全
国
一
斉
司
法
書
士

に
よ
る
手
続
支
援
の
た

め
の
養
育
費
相
談
会
」

開
催

三
重
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

が
ん
患
者
と
家
族
の

『
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

in
東
紀
州
』
開
催

三
重
県
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

精
神
科
医
師
に
よ
る

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

尾
鷲
保
健
所

有料広告

議
会
報
告

紀
北
広
域
連
合
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悩
み
や
不
安
を
抱
え
て
困
っ
て
い

る
と
き
に
は
、
気
軽
に
相
談
で
き
る

窓
口
が
あ
り
ま
す
。

　

悩
み
や
不
安
は
、
人
に
話
す
こ
と

で
、
少
し
楽
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
相
談
方
法
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
の
で
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
あ

な
た
の
声
を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
は
悩
ん
で
い
る

人
に
気
づ
き
、
声
を
か
け
、
話
を
聞

い
て
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、
見

守
る
人
の
こ
と
で
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
じ
て
そ
の
養
成
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

町
で
は
、
５
人
以
上
の
集
ま
り
に

伺
う
出
張
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

５
人
以
上
集
ま
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

９
⽉
10
⽇
か
ら
16
⽇
ま
で
は 
﹃
⾃
殺
予
防
週
間
﹄で
す

あ
な
た
の
声
を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座

けんこうの広場

0570-064-556（有料）
お  こ  な おう まもろうよ   こ  こ   ろ

0120-061-338
お も い　　ささえる

【FAXでご相談の方】
03 - 3868 -38110120-279-338

フリーダイヤル　　 つ　 な　ぐ　　　さ さ え る

＃いのちＳＯＳ

よりそい
ホットライン
（24時間対応）

身近なこころの相談窓口
月～金曜日午前 8 時30分～午後
5時 15分（祝日、年末年始除く）

月・木：24時間対応
火・水・金・土・日：午前8時～0時

こころの健康相談統一
ダイヤル

ＳＮＳ相談案内

支援情報
検索サイト

※一般的な生活上の悩みをはじめ、生活困窮者などに対する総合的な相談窓口です。

〇本庁福祉保健課（℡46-3122）
〇尾鷲保健所（℡23-3428）

LINE・チャットで相談ができます。

電話、メール、SNS などさまざまな方法の相談窓口をご
紹介しています。

まもろうよ　こころ
（厚生労働省）

相談窓口や自殺対策の取り組みなどの情報を掲載して
います。

まもろうよこころ

支援情報検索サイト

まもろうよこころ　SNS

● 電話で相談したいとき

● SNSで相談したいとき

● どこに相談したらいいのかわからないとき

【
栄
養
成
分
表
示
を
活
用
し
よ
う
】

　

栄
養
成
分
表
示
と
は
食
品
の
包
装
に
書
か

れ
た
「
熱
量
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）・
た
ん
ぱ
く
質
・

脂
質
・
炭
水
化
物
・
食
塩
相
当
量
」
な
ど
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表
示
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
五
つ
の
栄
養
成
分
は
、
生
活
習
慣

病
予
防
や
健
康
維
持
・
増
進
に
深
く
関
わ
る

重
要
な
成
分
で
す
。

【
栄
養
成
分
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示
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見
方
と
は
？
】

　

健
康
診
断
で
血
圧
が
高
め
だ
と
指
摘
さ
れ

た
方
は
、
買
い
物
の
際
に
栄
養
成
分
表
示
の

食
塩
相
当
量
の
数
値
を
見
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

高
血
圧
の
方
は
１
日
当
た
り
の
食
塩
摂
取

量
は
６
ｇ
未
満
が
望
ま
し
い
た
め
、
食
塩
相

当
量
が
低
い
も
の
を
選
ぶ
、
ま
た
は
、
使
用

量
を
調
節
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

け
ん
こ
う
コ
ラ
ム

け
ん
こ
う
コ
ラ
ム食塩相当量が低い

ものを選ぶか、
使う量を減らせば
いいのね！

エネルギー　39kcal
たんぱく質　3.1g
脂質　1.9g
炭水化物　2.6g
食塩相当量　1.0g

栄養成分表示
（大さじ 1 杯 18g 当たり）

だ
か
らみそ汁 1 杯に大さじ1

使用すれば塩分 1ｇ
ら
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けんこうの広場

けんこうの広場に関する問い合わせ、申し込みは本庁福祉保健課（℡46-3122）
または海山総合支所福祉環境室（℡32-3904）までお願いします。

第１回（開校式）

日時　10 月 6 日（木）午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分

場所　役場本庁 4 階第一委員会室

※第 2 回以降の日時および場所など詳しくはお問い合

わせください。

内容　健康に関する講話・調理実習・運動など

対象

〇町内在住で食と健康に関心があり、全 6 回の講座に

出席できる方

〇受講終了後、食生活改善推進員として、地域の健康づ

くりのボランティア活動に参加できる方

※ボランティア活動の開始は令和 5 年度からです。

申込期間　9 月１日（木）～ 15 日（木）

定員　10 名（先着）

受講料　無料

申し込み方法　電話または

本庁福祉保健課までお申し

込みください。

栄養教室受講生を募集します

Information 町内の「 健康 」に関するイベントや、最新情報をお届けします！

９月の健康カレンダー

お子さまのイベント

問い合わせ

● すくすく子育て相談
日時： 9 月 14 日（水）午前 10 時～10 時 30 分
場所：東長島公民館 2 階
申し込み：不要
内容：子育てに関する各種相談、身体計測
持ち物：母子健康手帳

　食生活改善推進員を養成する栄養教室の受講生を募集します。

　食生活改善推進員とは、地域で食を通じた健康づくり活動をする方です。

　健康づくりや食生活・運動などについて学び、地域で食を通じたボランティア活動をしませんか。健康づくりや食

に興味のある方は、ぜひお申し込みください。

か と う 小 児 科

日

日

日

9/4

9/18

9/25

月日 曜日 病　院　名

℡47-3341

電　　話

紀北医師会休日診療当番表

診療時間　午前９時～午後５時
※受診希望の方は、事前に電話でご連絡ください。
※日程や時間は変更がある場合がありますので
ご注意ください。

●詳しくは、救急医療情報システム
（℡ 059-229-1199）にお問い合わせください。

こころの健康相談

日時・場所　ご相談に応じます。
対象　こころの健康に関する悩みを持つ方やご家族

※上記以外は、尾鷲総合病院で対応します。

● 食生活改善推進員の養成講座（月1回程度で全 6回）
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9 月の新刊案内図書室だより

海山図書室から 紀伊長島図書室から

「図書名」/著者名

■一般図書
「とんこつＱ＆Ａ」/ 今村夏子
「夜の道標」/ 芦沢央
「妻はサバイバー」/ 永田豊隆 
「しおり `s キッチン～目からウロコの秘密のレシピ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/ しおり
■児童図書

「つきをなくしたクマくん」/ 谷口智則
「ノラネコぐんだん おかしなさがしえブック」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/ 工藤ノリコ

「キャベたまたんてい おとぎ世界でじけんはっせい !?」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/ 三田村信行

KIHOKU TOWN LIBRARY

「図書名」/著者名

■一般図書
「ヒロスエの思考地図 しあわせのかたち」/ 広末涼子
「夢を売る百貨店 本日も完売御礼でございます」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 / イ・ミイェ

「人生が変わる紙片づけ！」/ 石阪京子

■児童図書
「きみのことがだいすき」/ いぬいさえこ
「育ちのよさが身につく　おさほうえほん」/ 高濱正伸
「おつきみセブン」/ もとしたいづみ

「よって件のごとし 三島屋変調百物語八之続」
宮部みゆき

風変わりな百物語をしていることで
知られている、江戸にある袋物屋の
三島屋。最後に受け入れた老人が語
る、村を襲う「ひとでなし」の恐怖
とは。三島屋シリーズ第八弾！

「パリの空の下で、息子とぼくの3000日」
　仁成

ぼくが離婚をしたのは息子が10歳になっ
たばかりの年だった。本書は14歳の頃か
らスタートするが、回想するように、息子
が10歳だった当時にさかのぼることもあ
る。小学生が大学生になるまでの間の父子
の心の旅の記録である。

●  海山図書室・紀伊長島図書室
　   【開室時間】火～金曜日 /午前９時～午後６時　土・日曜日 /午前９時～午後５時　※正午～午後１時閉室
　   【休室日】月曜日、祝日、年末年始（12月29日～翌年1月 3日）

※返却期限を過ぎている本をお持ちの方は、返却をお願いします。
【問い合わせ】　海山図書室  ℡ 32-3915 ／ 紀伊長島図書室  ℡ 47- 3906

パソコン教室受講生募集

Word 基本講座を開催します。

【問い合わせ・申し込み】
紀北町生涯学習センター　℡ 32-3915　教育委員会本庁生涯学習課　℡ 46-3125

対象
町内在住または町内に勤務している方

募集期間　9 月 9 日（金）まで
会場・日程
● 紀北町生涯学習センター

９月 21 日（水）または 22 日（木）

● 東長島公民館

９月 29 日（木）または 30 日（金）

※各回とも同じ内容で

２時間程度の講座になります。

開始時間　午前９時 30 分
受講料　500 円
※受講当日にお支払いください。

定員　各回 4 名（先着順）
申し込み方法　
　電話にてお申し込みください。

「よみきかせの会」

日時　9 月 10 日（土）
　　　午前 10 時 30 分～
場所　海山図書室
対象　未就学児
読み聞かせや手遊び、わらべ歌
など
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戸籍の窓
【令和4年7月1日～31日受付分】

（敬称略）
本人または、親族の方の了承を得て掲載しています。

【
令
和
4
年
７
月
1
日
〜
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日
受
付
分
】
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　弁護士による無料法律相談を次のとおり 2会
場にて開催します。困り事、争い事の法律的な
ご相談をお受けします。秘密は厳守します。お
気軽にご相談ください。

※相談時間は１名30 分以内で、定員は各場所５
名です。相談を希望される方は、前日までにご
予約をお願いします。
※同一内容での相談は原則 1回限りです。
※キャンセルされる場合は前日までにご連絡く
ださい。
※紀北町を訴訟相手とする場合、相談内容が訴
訟中で、現在裁判所で審理中の場合、当事者間
に係争がある場合の双方同時の相談は原則とし
て利用できません。
【問い合わせ・申し込み】　
本庁住民課　℡46-3117

　平日、役場開庁時間内の来庁が難しい方への
対応として、マイナンバーカード申請などの時
間外の事務を実施します。
● 夜間窓口（午後 5時 15 分～ 8時）
9 月   7 日（水）本庁住民課・海山総合支所住民室
9月 14 日（水）　　　　　　　〃
9月 21 日（水）　　　　　　　〃
9月 28 日（水）　　　　　　　〃
● 休日窓口（午前 9時～正午）
9 月 11 日（日）海山総合支所住民室
9月 25 日（日）本庁住民課
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため予約
をお願いします。
※申請時に本人確認書類などが必要です。

マイナポイントは9月30日までにマイナンバー
カードの申請をした方が対象です。

【問い合わせ】
本庁住民課　℡46-3117
海山総合支所住民室　℡32-3902

日 程 時 間 場 所

午前10時30分～正午

午後1時～2時
社会福祉会館

1階

生涯学習センター
2階

午後2時30分～5時

9月
21日（水）

無料法律相談（予約制）

夜間、休日マイナンバーカード
申請・交付などの窓口（予約制）
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にじいろスマイル満１歳笑顔満１歳笑顔

　 8 月11日（木・祝）にきほく夏祭りKODO実行委員会による

打ち上げ花火が行われました。約200発の花火が小山浦海岸から

打ち上げられ高浜海岸の白波が花火の色に染まっていました。

やっぱりええやん ! きほく

奥村　律輝くん

令和 3年9月 14 日生まれ

１歳おめでとう♥これからも可愛い笑顔
いっぱいで元気に育ってね☆

＜相賀＞元太・美里さん

世古　稀絃くん

令和 3年9月 9日生まれ

これからもねぇね達にたっぷり甘やかさ
れて元気に育ってね！オメデトオ♡♡

＜相賀＞文哉・晴巳さん

きいと れつき

　「にじいろスマイル」のコーナーに掲載希望の方は、誕生月の前月の10日ま
でに本庁企画課広報係または、海山総合支所総務室までお申し込みください。
　右の QR コードからも申し込みできます。
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